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研究成果の概要（和文）：現代ブータンは環境保護国として知られてきたが、近年の急速な民主化の動きは、君主制下
での一元的で厳格な森林管理を環境保全成功の秘訣としてきたシステムを大きく変えつつある。本研究では、選挙や分
権化をとおした民主化プロセスの中で、自然や生物の保護に対する村落社会の人々の価値体系がいかにゆらぎ、どのよ
うに再編されつつあるのか、その過程を現地での聞き取りと資料調査により明らかにした。特に、村落住民だけではな
く森林局や畜産局、群議会、仏教僧、ボン教の呪術師を含めた複数のアクターによる日常的で多元的な交渉過程が、村
落の価値体系と自然観を恒常的に書き換える様を動態的に描出し、環境研究に新たな一石を投じた。

研究成果の概要（英文）：Although Bhutan has been known as environmentally friendly country, recent transfo
rmation of the polity is gradually affecting its attribute. This study aims to understand the process of r
econstruction of the value system of the society locates in the protected areas in democratizing Bhutan. T
hrough intensive field work and archival work, I examined and described daily negation between forest yard
s, park authorities, district heads, farmers, pastoralists, monks and religious healers over the values sy
stem which they think they should rely on after the election system enlightened peoples about their right 
to chose the government and better life. Although institutional formality in the conservation system gradu
ally governs people's attitude and belief, religious and cultural practices has alternative route to reach
 at the political sphere to negotiate over environmental values in the society. 
  

研究分野：

科研費の分科・細目：

地域研究

キーワード： ブータン地域研究　デモクラシー　環境保護　統治　仏教　文化政治　自画像

地域研究



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
現代社会では地球環境保護と民主主義がそ
れぞれグローバルで普遍的な価値として流
通し、民主主義は他の政治政体に比較して相
対的に環境適合的だと考えられてきた。そう
した国際政治空間での認識のなか、「非民主
的」な絶対君主制の下で自然保護を国是とし、
森林面積の維持と生物多様性の豊かな保存
を達成してきたブータンの事例は「特殊解」
[米本 1998]として位置づけられてきた。しか
し、近年のブータンはグローバルな要請に答
えつつ、王室政府の主導で君主制から民主制
への漸進的な移行をはかっている。2006 年
には欲望の抑制による国民総幸福の達成を
説いて現代ブータンの国家イメージの構築
に主導的な役割を果たした第四代国王が、自
ら退位して息子に王位を譲り、2007 年には
普通選挙制度が導入され、国民は自らの手で
為政者（政権与党と首相）を選択するという
新たな経験を獲得していた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、現在進行中の民主化プロセ
スのなかで、政府が環境・開発政策をいかな
る方向へ導き、制度としての民主主義の導入
が、人々の国家観や共同体観そして「よりよ
い生」をめぐる価値の体系をどのように再構
成しつつあるかを、村落社会における人々の
日常実践を手がかりに考察することである。
特に選挙や分権化をとおした民主化プロセ
スのなかで、自然保護区に暮らす村落社会の
人々の価値体系がいかなる形でゆさぶられ、
どのように再編されつつあるのかを示し、デ
モクラシーと環境保護の相関関係について
新たな視点を提供する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、現地社会でのフィールド調査と文
献研究をとおして進められている。主な対象
地域となったのは、環境・開発政策の変化が
端的に現れる自然保護区内の村落社会であ
る。初年度は次年度からの本調査に向けた準
備期間とし、調査対象地の選定と下調査、関
連情報の省庁からの資料収集と聞き取り調
査を実施した。選定においては中央から東部
ブータン、そして南ブータンの比較を念頭に、
該当地域を含む自然保護区での調査に重点
をおいている。現地調査においては、村落住
民へのインタビューのほか、郡開発委員会へ
の参加者への聞き取りと、首都での国会議員
および政府官僚、公園スタッフへの聞き取り
を同時並行的に実施することとした。また、
各自然保護区および郡での関連資料の収集
と分析によって、森林・環境政策の各地での
適用状況における差異と、その要因について
の考察を行うこととした。 
 
４．研究成果 
本研究では、ブータンの村落共同体の社会シ
ステムや生業形態、そして信仰実践に関する

自身のこれまでの基礎調査を土台として、そ
れらの生活様式が、政府の環境・開発政策の
下でどのような変化をたどりつつあるのか
をいくつかの事例研究によって描き出すこ
とができた。特に自然国立公園内に居住する
移動牧畜民と焼畑耕作民の事例は、グローバ
ルな環境言説がナショナルな政策決定に与
える影響、ナショナルな政策群がローカルな
地域の価値体系を再構築しようとする際の
文化政治について、多元的に描き出すことを
可能とした。また、民主化に伴う現代ブータ
ンの政治文化の変容については、「選挙権を
持つ近代的な市民」をめぐる境界の政治と、
公の政治領域からの宗教者の排除に伴う文
化的影響、分権化による保護区管理の交渉プ
ロセスの多元化などに注目しながら考察を
すすめることができた。そうしたなかで、デ
モクラシーの諸制度がいかに社会に引き受
けられるのか、それと同時に環境主義の制度
化がいかなる形で社会の諸階層に届き、ある
いは翻訳されていくのかという二つのテー
マを相互補完的な形で捉える可能性を示す
ことができた。 
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